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In the past ten years, classification. of mycobacteria, especially of "atypical acid-fast bacilli" 

which have not been classified, has remarkably developed. Recently most of the strains of 

mycobacteria of this type may be given a separate species name. Also, the pathogenic behaviour 

of each species to man was clarified. Contributions of the International Working Group of 

Mycobacterial Taxonomy (IWGMT) to the development of study in this area were really great. 

In this paper the present status of classification of "atypical mycobacteria" was reviewed.
For convenience genus Mycobacterium may be divided into three groups: slow growers, rapid 

growers and a group of organisms which have special growth requirements or have not been 
cultivated in vitro. Description of the species in each group was made. Among the slow growers, 

species of settled disposition are: Mycobacterium kansasii, M. marinurn, M. scrofulaceum (M. 

marianum), M. gordonae, M. avium, M. xenopi, M. ulcerans and M. gastri. Taxa needed further 

investigations in order to recognize as an established species are: M. simiae, M. asiaticum, M. 

szulgai, M. paraffinicum, M. terrae, M. nonchromogenicum, M. triviale, M. shimoidei and M. 
intracellulare. Among the rapid growers, species of settled disposition are: M. fortuitum, M. 

smegmatis, M. phlei, M. flavescens, M. vaccae and M. chitae. Species of unsettled disposition 

are: M. chelonei (M. borstelense), M. chelonei subsp. abscessus (M. abscessus), M. peregrinum, 

M. salmoniphilum, M.farcinogenes, M. lacticola, M.parafortuitum, M. diernhoferi, M. aurum,

 M. neoaurum, M. aichiense, M. obuense, M. tokaiense, M. rhodesiae, M. duvalii, M. gilvum, 

M. gadium and M.thermoresistibile. Two species, M.paratuberculosis and M. lepraemurium, 

belonging to a group of organisms which have special growth requirements are needed further 

studies to be established.

Future research projects on the classification of mycobacteria are presented: standardization 

of biochemical tests; establishment of definition of genus Mycobacterium from the related taxa; 

studies on speciation of genus Mycobacterium; studies on the characteristics useful for definition 
of genus Mycobacterium; immunological studies, especially analysis of each test in relation to 

its possible value at different taxonomic levels viz.: generic, subgeneric, specific, subspecific,
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and infraspecific; taxonomic studies of new or problem species, and so on.

The International Committee on Systematic Bacteriology has adopted 1980 as the year for 

starting bacterial nomenclature anew, eliminating the need for search of prior literature in 

nomenclatural problems. Its Subcommittee on Mycobacteria is trying to complete the necessary 

works for this purpose. By that time the taxonomic problems remained are dissolved and further 

progress of classification of mycobacteria is expected.

い と ぐ ち

Bergey's Manual of Determinative Bacteriology 第

7版1)に よれ ば抗酸菌は雑菌性抗酸菌(寄 生能力のある

ものも含む)と 温血動物寄生性抗酸菌 とに2群 別 され,

前者には Mycobacterium phlei, M. smegmatis, M. 

fortuitum,  M.marinuni,  M. thamnopheos およびM.

 platypoecilus の6菌 種 が,後 者 には M. ulcerans, M.

 tuberculosis, M. bovis, M. microti, M. aviunz, M.

 paratuberculosis, M. leprae お よび M. lepraenzurium

の8菌 種が記載 され てお り,十 数年 に亘 つて この分類法

が一般に用 い られ て きた。

ところで,1953年Buhler&Pollak2)な らび に1954

年Timpe&Runyon3)に よつ てそれ まで殆ん ど記載を

み なか つた種類 の結核菌 以外 の抗酸菌("非 定型抗酸菌")

と,そ れ による ヒ トの肺結核様疾患が報告 され,こ れに

刺激 され て この菌群 につ いて内外 の研究者 の関心が著 し

く高 まつてきた こと,ま た他方Konnoら4)の ナイアシ ン

テス ト,Bonicke5)の ア ミデース ・テス トをは じめ とす

る抗酸 菌の鑑別上有用 な生化学的方法が 報 告 され た こ

と,の 両者相俟 つて"非 定型抗酸菌"の 分類,更 に この

菌 を含 めて抗酸菌属を再分類 しよ うとす る研究が この十

数年 来盛 んに行 なわれ るよ うになつた。

この方面 の研究 の進展 には1966年 に誕生 した抗酸菌分

類 国際研究班(IWGMT,理 事長L.G. Wayne博 士,

アメ リカ)の 寄与す るところが極めて大 き く,数 十名に

のぼ る世界 のこの方面 の研究者を網羅 した この組織は過

去10年 間に亘つ て抗酸菌 の分類に関す る活発な共 同研究

を行 なつ てお り一そ の成果 の報告会議 の模 様 とそれ を通

じての抗酸菌分類学 の最近 の動向についてはその都度著

者 らに よつ て報告 され てきた ところである6)僧9)が一 その

資料 を抗酸菌 の分類,命 名に関す る整理を担当 してい る

国際微生物学会協会(IAMS),国 際 系 統 細 菌学委員会

(ICSB),抗 酸菌部会(SCM,委 員長E.H. Runyon博

士,南 アフ リカ)に 提供 してきた。わが国 では大阪大学

堀 三津夫教授を班長 とす る結核病学会抗酸菌分類委員会

が この方面 の研究 の推進 の中核 とな り,す でに抗酸菌 分

類委員会試案10)が提 出され てお り,ま た近 くその改訂試

案(本 号247頁 に掲載)も 提 出され る予定 であ る。

これ らの研究組織 の活動 に よ つ て 従 来"非 定型抗酸

菌"と よばれ ていた未分類 の抗酸菌 の殆 んどが整理分類

され て一定 の菌種名 で呼ばれ るよ うにな り,同 時にそれ

らの ヒ トの疾患 との関係 につ いて も明 らかに され,抗 酸

菌 の大方 の分類体型 は確立 された感があ る。 このことは

最近出版された Bergey's Manual of Determinative 

Bacteriology第8版11)のMycobacterium属 について の

Runyon, Wayneお よびKubicaに よるIWGMTの 意

見 に基づ いての記載,あ るいは著者 の抗酸菌分類学の進

展 につい ての最近 の総説12)13)にも明 らか な と ころ で あ

る。

以下 この菌 の分類学 の現況 と将来について概 説 してみ

たい。なお,菌 種 の確立 と共 に従 来一般に用 い られ て き

た"非 定型抗酸菌"と か,RunyonのI～IV群 菌 とか の

呼び名は用 いない ことが望 ま しいのであるが,前 者 は結

核菌 以外の抗酸菌 を一括 して呼ぶ 場合 に簡便 であ り,後

者は各菌 種の分類学 的位置 づけ を理解す る上 に参考 にな

ると思われたのであえて これ らの言葉 を用 いた場合 もあ

ることを ことわつてお きたい。

抗酸菌属の定義

主な特徴 として酸,ア ル コール抵 抗性の 桿菌 で あ つ

て,線 維状あ るいは菌糸状発育 をす る場 合があ り,菌 体

特に細胞壁に多量の リピッ ドを含 み,可 溶性 色素 の産 生

は まれ であ り,発 育は一般 におそ い ことな どが あげ られ

てい る。

抗 酸菌属 の近縁taxaか らの定義

Mycobacterium属 はそ の近 縁 のNocardia属,Acti-

nomadura属,Rhodochrous taxonと 多 くの共 通 性 状

を もつ が,明 らか に 区別 され るべ き もの で あ る(表1参

照)。

抗 酸 菌 の 分 類

Bergey's Manual of Determinative Bacteriology 第8

版に よれ ば抗酸菌属 は便 宜上遅育菌群(Slow growers),

速育菌群(Rapid growers)な らびに特殊な発育要求を

もつか または人工培地培 養不能の菌群 に3群 別 され てい

る。
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Table 1. Characters Which Differentiate Mycobacterium, the Rhodochrous Taxon,

 Nocardia and Actinomadura

Table 2. Species of genus Mycobacterium

A=Slow growers; B=Rapid growers; C=Organisms which have special growth requirements or have not been cultivated 

in  vitro.

遅育菌群(M. tuberculosis complexも 含 まれ る)は

孤立集落がで きるよ うに十分に希釈 され た新 鮮な菌 液を

接種 した場合肉眼的集落発生 まで に1週 間以上 を 要 す

る ものを,ま た速育菌群 とは 上述 した と 同様の条件 で

25。 および37℃ で1週 以内に 肉眼的集落 の観察可能な

ものをい う。

現在 までに提案 され てい る主要な抗酸菌菌種には表2

に示す よ うな ものが ある。

A.　遅育菌群

1.　M. kansasii14):か つ てYellow bacilli, M. tuber-

culosis luciflavum, M. luciflavumと も呼ばれ た菌 であ

る。 ヒ トに対す る病原性 は"非 定 型抗酸菌"の 中で も最

も強 い とされ ているが,こ れ に よる肺結核様疾患 は欧米

に多 く,わ が国では比較 的 まれ である。 しか もわ が国に

おけ る本症は従来東京お よび埼玉 県の居住者 に限 られ て

いたが,最 近 では まれ なが らそ の他の地 方の居住者 に も
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み られ て い る 。 光 発 色性 菌(Photochromogen)で あ る

が,nonphotochromogenicのM. kansasii var. album,

 scotochromogenicのM. kansasii var. aurantiacum,

赤 色 色素 を 産 生す るM. kansasii var. lycopenogenesと

い つ た,い ず れ も 光 発 色 性 菌 株 と免 疫 学 的 に は 区 別 で

きな い色 素 変 異 株 の 報 告 が あ る。M. gastriは 元 来 は

NonphotochromogenでM.kansasiiと は 別 種 で あ る

が,生 化 学 的 のみ な らず 免 疫 学 的 に も近 似 した 諸 点 が あ

り,ま た まれ な が ら光 発 色 性菌 株 もみ られ て い る。 最 近

欧 米 で は牛 乳,水 系 よ りヒ トの疾 患 の起 炎 菌 と なつ た と

区 別 で きな い よ うな菌 株 が 分離 され て い る。 一 般 に病 原

株 は 非病 原 株 よ りも カタ レー ス活 性,モ ル モ ッ トの皮 内

注 射 に よる潰 瘍 誘 起 能 が と もに強 い とい わ れ てい る。 凝

集 反 応 や 免疫 螢 光抗 体 法 で は単 一 の血 清 型 を示 す 。

2.　M. marinum15):通 常 肘,膝,足,指 の皮 膚 に 丘

疹,結 節,潰 瘍 を つ く る い わ ゆ る"Swimming pool

 granuloma"の 起 炎菌 で あ り,Mexican platyfish由 来

のM. platypoecilus Baker & Hagan1942な らび に

"Swimming pool granuloma"由 来 のM. balnei Linell 

& Norden1952は そ の 同 義 語 で あ る。 魚類 か ら分 離 さ

れ,欧 米 で は プ ール を 感染 源 と した流 行 例 の報 告 もあ る

が,わ が 国 で は 殆 ん ど全例 が 魚(主 と して熱 帯 魚)か ら

感 染 した と思 われ る散 発 例 のみ で あ る。M. kansasiiと

同様 光発 色性 が あ る が,発 育 至適 温 度 は30～33℃ で,

分 離 時37℃ で は全 く発 育 しな いか,極 め て微 弱 で あ る

と い う他 に,生 化 学 的 に も鑑 別 可 能 な数 性状 が あ り,血

清 学 的 に も異 な つ た 単 一 血 清 型 を 示 す。 マ ウス の 静 脈

内(106生 菌 単 位)接 種 に よ りM. kansasiiで は肺,腎

に 膿 瘍 様 病 変 を つ く り動 物 は 発 死 す る も の が あ る が,

M. marinumで は尾,足 にSuperficial lesionsを ひ き

起 こ し,自 然 治 癒 傾 向 を 示 す 。

3.　M. simiae16):最 初 サ ル よ り,そ の後 ヒ トの肺 結

核 様 疾 患 の 原 因菌 と し て 分 離 さ れ た1抗 酸 菌 種 であ る

が,わ が 国 で は まだそ の報 告 は な い。 ヒ トの肺 結 核 様 疾

患 よ り分離 さ れ たM. habana Valdivia, Suarez &

 Echemendia1971はM. simiaeの 血 清 型IでM. simiae

の 同 義 語 といわ れ て い る。 この 菌 の分 類 学 的 位 置 は 確 立

され て い な いが,著 者 は新 種 と し て独 立 させ て も よか ろ

うと の見 解 を とつ てい る。集 落 性 状 が 一 見 し てM. intra-

cellulareに 近 似 し,こ れ と誤 認 され や す い が,Delayed

 typeの 光 発 色 性 が あ り,ナ イ ア シ ン ・テ ス ト陽 性,ア

ミデ ー ス ・パ タ ー ン3型,カ タ レー ス 強 盛 な どの点 に お

い て両 者 は 容 易 に 鑑別 され る 。最 近Meissner17)はM.

 simiaeの 菌 株 中に45℃ で発 育 し,エ ス テ レー ス陽 性

で,M. intracellulareの 血 清 型19(Darden)の ものが

あ り,こ れ をM. simiae subsp. cubaと 呼 ぶ こ とを 提

案 し てい る。

4.　M. asiaticum18):サ ル よ り分 離 され た光 発 色性 の

あ る1群 の抗酸菌に与え られた種 名である。私 見では独

立種 として よい と思われ るが,ま だ これ に関す る知見 は

乏 し く今後の検討を要する。 ヒ トに対す る病原性 は明 ら

かでない。

5.　M. scrofulaceum19):命 名 の優先権 はこれ と同一

種 のM. marianum20)に あるが,そ の形容名が"mari-

num"と 誤用 され や す い こ とか ら従来一般にはM.

 scrofulaceumの 種 名が用 い られ て きた。そ して1973年

のICSBの 裁定委員会にM. scrofulaceumの 採用 が提

訴 されたが理由薄弱 として却下 されM. marianumが 採

用 された。 しか し,現 在M. scrofulaceumの 採用 が望

ましい ことの再提訴が され てお り21),これ が正式 に採用

され る可能性が強い よ うであ る。 ヒ トの喀痰,胃 液,ま

れに土壌 よ りも分離 され る ことがあ り,欧 米 ではこれに

よる小児の リンパ節炎 が多いが,わ が 国ではむ しろ肺結

核様疾患 がはるか に 多 い。 そ の他髄膜炎,皮 膚や骨疾

患,播 種性 感染症 な どの原 因菌 と して分離 された報告 も

ある。Scrofulaceum, Lunningお よびGauseの3つ の

血清型 に分け られ ている。

6.　M. szulgai22):ヒ トの肺結核様疾患,肘 頭滑液嚢

炎,リ ンパ節炎 の原因菌 として分 離 さ れ,そ の リピッ

ド・パ ターン,生 化学的な らびに血清学 的陸状において

既命名菌種 とは明 らかに異な る1新 種 として報告 され た

ものであ るが,そ の採否はなお今後の検討に まつ。わが

国では まだ分離の報告はない。

7.　M.paraffimicum23):C2～C10あ るいは そ れ以上

のパ ラフィンを唯一 のC源 として発育す る土壌 由来菌 で

ある。M. sc1rofulaceumと 同一種 であろ うとの考え方が

強 く,も しそ うだ とす れ ばM. paraffinicumはM.

 scrofulaceumの 同義語 として廃棄 され ることにな る。

8.　M. gordonae24):従 来"Tap water scotochro-

mogen"と 呼ばれ ていた もので,こ れに対 してM. aquae 

Galli-Valerio1927の 命名が提案 され たこともあ るが,

合法的な種名 としてM. gordonaeが 採 用 され る よ う

ICSBに 提訴 され てい る25)。ヒ トの 胃液や喀痰,自 然界

か らも分離 され,一 般には ヒ トに対 す る起病 性はない。

M. scrofulaceumと の鑑別にはTween80水 解 テス ト

が簡便であ る。

9.　M. avium:ト リの結核 の 病 原 体 に 対 す る合法

的 な種 形 容名はSternbergの"tuberculosis-gallin-

arum"26)で あるが,Chesterの"αvium"27)が 長い間一

般 に用 い られ てき た た め にICSBの 裁定委員会は後者

を保存す ることとし,M. aviumの 種名が正式に採用 さ

れた28)。欧米におい ては この菌に よるヒ トの肺結核様疾

患,リ ンパ節炎,播 種性感染症な どの報告が散見 され る

が,わ が国では確かな報告例 はない ようである。凝集反

応,螢 光抗体法に よつて3つ の血 清型(1,2お よび3)

に分け られ るが,ヒ トや動物 におけ る感染症は2型 に よ
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る ものが多い。

10.M.intracellulare29):わ が国におけ る"肺 非定型

抗酸菌症"の 主要原因菌であ るが,ま れな らず ブタ,ウ

シの リンパ節炎 の原因菌 ともな る。た また まヒ トの喀痰

か ら,ま た まれに 自然界か らも分離 され る。 本菌 はM.

aviumに 極め て近似 してい る が,そ れ らを別種 とする

著者 の見解 をとる もの29)と,M.aviumの 同義語 とす る

もの30)と があ り,ま だ結論は得 られていない。 最近の

IWGMTの 共 同研究報告31)で も これ らの両菌種を明確

に分類す ることが できない成績を得 なが らも同種 とす る

ことには賛否両論があ り,M.avium-M.intracellulare

 complexと す る考え方 もあ る。 一般に ニワ トリ,ウ サ

ギ に対す る病原性はM.aviumよ りもは る か に弱い。

凝集反応 に よつ てM.intracellulareの17種 の血清型

(4～20)に 分類 され るが,菌 株に よつてはM.aviumの

血清型に分類 され るものもあ る。著者 らの検討32)によれ

ば,主 要血清型は菌株 の由来に よつて差がみ られ,ヒ ト

由来病原株 では16型(Yandle),ブ タ リンパ節 炎お よび

自然界 由来株 ではともに8型(Davis)と4型(IV)で

あ つて血清型に よるヒ トとブタへ の親和性 の異な ること

が示唆 されたが,他 方 自然界 由来株 の中に もヒ トあ るい

は ブタ由来株 と同一血清型 のものがみ られ,こ の点本菌

のEcologyを 考える上 に興 味深 い。

11.　M.xenopi33):最 初 ヒキガエルXenopus laevis

の皮膚病巣 よ り分離 命名 された ものであ るが,そ の後

欧 米において人体材料か らた また ま,あ るいは肺結核様

疾患 の原 因菌 として分離 された。わが 国では まだそ の報

告 はない。発育 至適温度 は40～45℃ で,多 くはscoto

chromogenicで あ るが,nonphotochromogenicの 菌株

もある。

12.　M.ulcerans34):最 初 オース トラリアで,そ の後

メキ シコ,ニ ューギ ニア,マ ラヤ,ア フ リカで分離 され

た,発 育 至適温度30～33℃ で,ヒ トの皮膚 に潰瘍をつ

くる抗酸菌 である。 マ ウスの静脈 内,腹 腔 内に接種す る

と体表 無毛部 に潰瘍を生ずる。

13.　M.shimoidei35):肺 結核様疾患 の1患 者 よ り数回

に亘つて分離 され,既 命名菌種 とは異 なる1新 種 と して

報告 された もの で あ る が,そ の決定 は今後 の検討に ま

つ 。

14•`18. M. gastri30), M. nonchromogenicum36), M. 

terrae30), M. novum37) お よびM.triviale38):い ず れ

も胃液,喀 痰,土 壌な どか ら分離 され る雑菌性菌種 であ

る。 これ らの うちM.gastriを 独立菌種 とす ることに異

論はない。他の4菌 種 は極 めて近縁 関係 にあつてそれ ら

の異同性について の結論は得 られていない が,M.non

-chuomogenicumとM.terraeは 別種 とす る,M.novum

は.M. terraeの 同義語 とす る,M. trivialeeの 分類学的

位置についてはなお検討 を要す る,と い うのが現状 であ

る。

B.　 速 育 菌 群

多数 の菌 種 が 提 案 され て い る(表2参 照)が,こ れ ら

の うち ヒ トに対 す る起 病 性 の認 め られ て い る の はM.

fortuitum(19),M. chelonei(20)の2菌 種 であ り,こ

れ らに よる ヒ トの肺 結 核 様 疾 患,リ ンパ節 炎,皮 下 膿 瘍

な どの報 告 が み られ る。 これ らを 除 く菌 種(21～40)は

ヒ トに対 す る起 病 性 が な い と され て い る もの であ る。

19.M. fortuitum39):古 く蛙 型 結 核 菌 と呼 ば れ て いた

M. ranae Bergey et al.1923と 同一 種 で これ に 命 名 の

優先 権 が あ る が,M. ranaeと ラ ベ ル さ れ たM. sme-

gmatisの 菌 株 が ひ ろ く配 布 され て い る こ と,ま た こ の

種 の菌 に対 し てM. fortuitumの 呼 び名 が 一 般 に用 い ら

れ て きた こ と もあつ て混 乱 を さけ るた め にICSBの 裁 定

委 員会 で.M. fortuitumの 種 名 が 正 式 に採 用 され た40)。

M.giae Darzin1950お よびM. minetti Penso1952,

また 異 論 も あ る が お そ ら くM. peregrinum Bojalil,

 Cerbon & Trujillo1962もM. fortuitumの 同義 語 で

あ る。 この菌 は濃 密 に土 壌 中 に分 布 して い る。

20.　 M. chelonei41):古 く亀 型 結 核 菌 と呼 ば れ て い た

もの で,M. borstelense42)お よびM. abscessus43)(rumy-

onii)は と もにM. cheloneiの 同義 語 と考 え て よい よ う

で あ る。 しか し,M. cheloneiとM. abscessusと は 明

らか に 鑑別 可 能 な数 性 状 が あ り,ま た前 者 は ヨー ロ ッパ

に,後 者 は ア フ リカ,米 国 に 多 い とい う地 理 的分 布 を も

異 に し,前 者 をM. chelonei subsp. chelonei,後 者 を

M. chelonei subsp. abscessusと 呼 ぶ こ とが提 案 され て

い る44)。 しか し,こ れ に は 異 論 もあ り,な お検 討 の余 地

が 残 され てい る。

21. M. smegmatis45) (butyricum, lacticola, M. sp.

607株, M. lactae);22.M. phlei45);23.M. flaves-

cens24) (acapulcensis);24.M. vaccae46) お よび25.

M. chitae47)の5菌 種 は 独 立種 と して 異 論 は なか ろ う。

26. M. thermoresistibile48);27.M. parafortuitum49);

28.M. diernhoferi50);29.M aurum51);30.M. neo

aurum52);31.M. salmoniphilum53);32.M. aichi

ense54);33.M. obuense54);34.M. tokaiense54);35. 

M. rhodesiae55);36.M. duvalii56);37.M. gilvum56);

38.M. lacticola45) (M. smegmatis とは異 な る);39.

M. farcinogenes57);40.M. gadium58) な どは私見 とし

ては独立種 としてよい ものも含 まれ てい るが,多 くはな

お検討 を要す る ものである。"M."thamnopheosは 元来

蛇 よ り分離 され,冷 血動物に病原性があ ると報告 されて

いた菌種 であるが,現 在 ではNocardiaと 考 え られ てい

る
。

"M ." album, "M." agreste, "M." crystalloph

agum, "M." eos, "M." lacticola, "M." rhodochrous,

 "M ." rubropertinctum, "M." rubrum は抗酸菌ではな

くて これ と近 縁 のRhodochrous complexに 属す る もの
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であ る。

C.　特殊 の栄養要求を もつ菌種

41. M.paratuberculosis:こ れにつ い て は特 に新 し

い知見は得 られていない。

42. M.lepraemurium59):Ogawaら60)に よつては じ

めて実 験的ネズ ミらいか ら卵黄培地上 で分離,継 代 され

たnonphotochromogenicのSlow growerで あ る。 著

者 らの警視庁株61)についての数値分類学的研究62)によれ

ばM.lepraemuriumは 独立種 としてよい ものと思われ

るが,そ の他 の菌株 について も検討 を要す る。大量菌接

種 に よつて も1%小 川培地上 では発育せず,卵 黄培地 で

は37。Cを 発 育至適 温度 として 極 め て 緩 徐に発育す る

が,均 等菌浮遊液(1mg)の 接種 では発育不能 といつた

よ うな特徴 を もつた菌 であ る。

(注)上 述 した菌種 の うち主要 なものについての諸性

状 の詳細 は文献(8b,10,11,12)を 参照 され たい。

将来の研究課題

抗酸菌属 の分類学的研究 の将来 の課題につい て要約す

れば以下 とよ うなものがあげ られ よ う。なお,詳 細は別

報9)を参照 され たい。

1.　 生化学的検査法 の標準化

2.　 抗酸菌属 の近縁taxaか らの定義 の確立

3.　 抗酸菌属 の定義に有用な性状の研究

4.　 抗酸菌属 のSpeciationの 研究

5.　 免疫学的研究,特 に各種 の免疫学的検査法 とそれ

ら の 異 な つ た 分類学 的 レベル(generic, subgeneric,

 specific, subspecific, infraspecific)で の分析

6.　 新 しい,あ るいは問題の残 され ている菌種の分類

学的研究

7. IWGMT共 同研究成績 のAmerican Type Culture

 Collectionの データバ ンクへ の寄託

む す び

最近10年 間に お け る抗酸菌 な か ん ず く"非 定型抗酸

菌"と 呼ばれ てきた未分類の抗酸菌 の分類学 の進展 には

目覚 しい ものがあ り,今 やそれ ぞれ が一定 の菌種名 で呼

ばれ るまでにな り,同 時にそれ らの ヒ トに対 する病原的

意 義 も明 らかに され て きた。1980年 には国際微生物学会

において細菌の命名規 約が更新 され る ことになつている

が,そ の2年 前の1978年 を 目標 に抗酸菌部会 にお いて も

既命名菌種 の採否,菌 種 の性状記載 のための標準検査法

の選択,あ るいは病原性 抗酸菌 同定用 の実用的 テス トの

選択な どについての作業 が鋭意すす め られ てお り,そ れ

までには抗酸菌の分類学 の一 層の進展 がみ られ る ものと

期 待 され る。
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